 　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　吉野川ハイウェイオアシス
72美濃田の淵　　　　　美濃田の淵

　　　　　　　　　　　
　吉野川ハイウェイオアシスは徳島県東みよし町に設けられた徳島自動車道吉野川サービスエリアの施設で、自動車専用道路から直接訪れることができる。高知、松山方面からの高速バスの停留所もあり、周辺の観光の起点となる施設である。ここでは買い物をしたり、美濃田の湯という温浴施設を楽しむことも出きる。レストランはハイウェイオアシス内と美濃田の湯にあり、食事が可能である。
美濃田の湯は景勝地美濃田の淵を始め、吉野川を展望できる露天風呂や薬湯、気泡風呂など様々な風呂を楽しむことができるほか、展望サウナも設けられており、ドライブや散策で疲れた体を癒すことができる。ここの湯は吉野川水源となる川床地下二百メートルの深層地下水を汲み上げたものである。
美濃田の淵は東みよし町、吉野川中流域に存在する県指定名勝天然記念物の景勝地で、jr辻駅から徒歩三十分、車で五分の距離にある。長さ二キロメートル、幅百メートルにわたる淵で、様々な奇岩を目にすることができる。岩は南岸から連なる結晶片岩の地層でできており、結晶片岩が吉野川によって侵食されて奇岩群が誕生したものである。岩はその形に因んでうなぎ卷岩、獅子岩、鯉釣岩、与作岩、千畳敷、雄釜、雌釜、はちまき岩などと名付けられ、それに纏わる逸話が残されている。また美濃田の淵には橋を掛けようしたことがあり、資金不足で完成できなかったが、その橋脚が残され、北岸と中央の橋脚は展望台を兼ねたバーゴラの台となり、中央の橋脚には照明灯が付けられている。
美濃田の淵キャンプ村は美濃田の淵に面して設けられたキャンプ場で、吉野川ハイウェイオアシスから徒歩五分、車で二分の場所にログハウスが一棟、バンガローが十三棟、BBQ棟が二棟整備されている。BBQ棟は十二人用二区画、四人用六区画が用意され、それぞれ二十四人が楽しむことができる。またバンガローやログハウスの日帰り利用が可能で、ログハウスでは十二名、バンガローでは六名までの会合、句会を持つこともできる。ただし座卓利用になる。
　　　　　　　　　　　　　　　　（新井義典）
																										
